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国立仙台病院産婦人科*

新 しく開発された注射用セフェム系抗生物質cefluprenam(CFLP)に ついて産婦人科領域感染症に対

する臨床的検討 を行い,以 下の成績 を得た。産婦人科領域感染症12例 に対しCFLPを 使用 した結果,著

効4例,有 効6例,判 定不能1例,除 外1例 の成績を得た。細菌学的効果は消失6例,不 明4例 であっ

た。副作用および臨床検査値の異常変動はまったく認められなかった。以上の成績 より,本 剤は産婦人

科領域感染症に対 し,安 全かつ有用性の高い薬剤であると考 えられた。
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我々は,エ ーザイ株式会社で開発されたグラム陽性菌

からグラム陰性菌まで幅広い抗菌 スペ クトルを有する新

しいセフェム系抗生物質cefluprenam(CFLP)に つい

て,産 婦人科領域感染症に対する臨床的検討を行った。

対象は1992年7月 か ら11月 まで国立仙台病院の産婦

人科に入院 し,同 意の得 られた感染症患者12例 であっ

た。症例の内訳は産褥子宮内感染1例,産 褥熱1例,子

宮内膜炎2例,骨 盤腹膜炎2例,子 宮付属器炎5例,外

陰部膿瘍1例 であった。

CFLPの 投与方法は1回0.59～29を1日1～2回,

3～6日 間点滴静注 した。総投与量は5～12gで あっ

た。

臨床効果の判定は,発 熱,自 発痛,圧 痛,局 所発赤,

腫脹などの 自他覚症状およびCRP,白 血球数ESRな ど

の炎症反応の推移 で判定 した。

著効:主 要 自他覚症状が3日 以内に改善 し治癒に至 っ

た場合

有効:主 要 自他覚症状が3日 以内に改善の傾向を示し

治癒に至 った場合

無効:主 要 自他覚症状が3日 を経過 して も改善の傾向

がみられないか悪化 した場合

ただし手術,切 開などの外科的療法を併用 して著効で

あったものは,著 効 とせず有効 とした。

細菌学的効果は推定起炎菌の消長により,消 失,減 少

または一部消失,菌 交代,不 変,不 明の5段 階 とした。

臨床検査値については,投 与前後で血液一般,肝 機能,

腎機能,尿 検査 を実施 し,異 常変動の有無および本剤 と

の関連性を判定 した。

CFLPの 臨床成績一覧表をTable1に 示 した。

10例 での臨床効果は,産 褥子宮内感染1例 は有効,産

褥熱1例 は著効,子 宮内膜炎2例 は有効,骨 盤腹膜炎2

例は有効,子 宮付属器炎3例 は著効,外 陰部膿瘍1例 は

有効であった。10例 中著効4例,有 効6例 で100%の 有

効率が得 られた。細菌学的効果は,推 定起炎菌の消長 を

追跡 し得た6例 ではすべて消失であった。推定起炎菌は,

Staphylococcus epidermidis 1株, Enterococcus faecalis

3株, Escherichia coli 2株 の6株 であった。安全1生につ

いては全12例 で検討 した(Tables1,2)。 随伴症状お

よび臨床検査値の異常変動はまったく認められなかった。

今回我々が行 った検討は軽症および中等症 を中心に検

討 したため,起 炎菌はグラム陽性菌が多かったが,本 来

産婦人科領域感染症はグラム陰性桿菌が主体 であり,こ

れら感染症に対 しては抗菌スペ クトルや毒性か らペニシ

リン系,セ ファロスポ リン系抗生剤が広 く用いられてい

る1)。今回使用 したCFLPは グラム陽性菌か らグラム陰

性菌 まで幅広 く抗菌活性 を有するセファロスポリン系抗

生物質でそのMIC90は Staphylococcus aureus (MSSA)

に は0.78μg/ml, Streptococcus agalactiae 0.10μg/ml,

E. faecalis 12.5μg/ml, E. coli 0.025μg/mlな ど他 の

セファロスポ リン系抗生剤に比較 し強い抗菌力を示す。

特にEfaecalisに 対 してはペニ シリン系抗生剤 と同等

であり,セ ファロスポリン系抗生剤の中ではもっとも感

受性が高い2,3)。また各種細菌産生のβ-1actamaseに 安定

で,か つ結合親和性が きわめて小さい。さらに血清蛋白

結合率は11.8%と 低値であ り,尿中に90%以 上が遊離体

として回収される。すなわち,ほ とんどが遊離体 として

存在 し優れた生体内活性が期待できる4)。性器組織お よ

び骨盤死腔液中への移行 も良好であり4),産 婦人科領域

感染症に対 し有用性が期待できる薬剤である。

今回の12例 での検討結果は,著 効4例,有 効6例,判

定不能1例,除 外1例 で有効率100%と 非常に満足すべ

き成績であ り,起 炎菌 もすべて除菌され,本 剤の抗菌ス

ペ クトラムおよび抗菌力を反映していた。副作用お よび

臨床検査値の異常変動は認めず,安 全性 も高かった。

以上の成績 より,CFLPは 産婦 人科領域感染症 に対

し,有 用かつ安全な薬剤であると考えられた。
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Table 1.Clinical efficacy of cefluprenam in gyneco-obstetrical infections

NF:Normal flora,NT:not tested

Table 2.Laboratory findings before and after cefluprenam treatment

B:Before,A:After
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Cefluprenam in obstetrics and gynecology
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Clinical efficacy of cefluprenam(CFLP),a new cephem antibiotic,was studied in 10 patients with

gynecological infections.Ten cases consisted of 1 puerperal endometritis,1 puerperal fever,2 endometritis,
2 pelvic peritonitis,3 adnexitis and 1 abscess of vulva that administered 1 or 2g CFLP daily by intravenous
drip infusion.The clinical effects of CFLP were excellent in 4,good in 6.Overall efficacy rate was 100%.
No adverse drug reaction or abnormal laboratory findings was recognized.


